










研究目的 

 血清 Ca,Mg,P 濃度は胎児では Placental exchange により調節されている。新生児ではこ

れらミネラル調節機構は未発達な状態にあり,生後数日間に血清Ca, P 濃度はかなり変動す

る。低出生体重児,特に妊娠後期の rapid intrauterine Ca accumulation の時期を逸した

早産低出生体重児では,低 Ca 血症やくる病にかかりやすいことが知られている。 

 そこで今回は,新生児期早期の Ca,P,Mg 代謝を解明し,これらの代謝異常を予防すること

を目的として基礎的検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


